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魚
料
理
教
室
も

海
の
子
「
親
と
子
の
集
い
」

玄
海
灘
、
猿
岩
を
バ
ッ
ク
に

第
３
回
夕
焼
け
コ
ン
サ
ー
ト

自己紹介をする両高校生

餃子づくりをする参加者たち

情報化フォーラム講演会など
市ケーブルＴＶ開局１周年行事

勝
本
町
の
海
岸
に

水

死

体

壱
岐
警
察
署

お
見
合
い
大
作
戦

歓
迎
イ
ベ
ン
ト

28
日
、
芦
辺
港

漁
船
の
船
長
を
救
助

栗
原
さ
ん
に
署
長

感
謝
状
、
壱
岐
海
保

人
命
救
助
で
署
長

感

謝

状

芦
辺
浦
、
川
添
さ
ん

本
市
両
高
校
生
17
人
が
参
加

8
月
1
日
に
南
三
陸
町
へ
出
発

第
6
次
「
長
崎
壱
岐
活
き
応
援
隊
」

　
22
日
午
後
１
時
頃
、
勝
本
町

立
石
西
触
の
海
岸
で
、
同
触
、

無
職
、
畑
原
豊
寛
さ
ん
（
82
）

が
、
海
上
に
浮
い
て
い
る
の
を

通
行
人
が
見
つ
け
１
１
０
番
通

報
し
た
。
畑
原
さ
ん
は
す
で
に

水
死
し
て
い
た
。

　
壱
岐
署
に
よ
る
と
原
因
や
死

因
な
ど
捜
査
中
。

　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
の
「
も
て
も

て
ナ
イ
ン
テ
ィ
ナ
イ
ン
・
お
見

合
い
大
作
戦
！
」
の
収
録
に
あ

た
り
本
市
は
28
日
午
前
10
時
20

分
か
ら
、
芦
辺
港
フ
ェ
リ
ー
発

着
所
近
く
の
広
場
で
、
女
性
参

加
者
の
「
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
」
を

行
う
。

　
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
女
性
参

加
者
の
「
こ
の
島
に
嫁
ぎ
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
を
盛
り
上
げ
る

と
と
も
に
、
市
民
の
優
し
さ
や

も
て
な
し
心
を
全
国
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
―
と
行
わ
れ
、

壱
岐
高
校
吹
奏
楽
部
、
壱
岐
商

業
高
校
壱
州
荒
海
太
鼓
部
、
郷

ノ
浦
祇
園
山
笠
唄
子
の
演
奏
、

新
壱
州
お
け
さ
踊
り
の
披
露
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
は
午
前
11
時

20
分
か
ら
１
時
間
以
内
の
予
定

で
、
テ
レ
ビ
撮
影
の
都
合
に
よ

り
、
１
時
間
早
い
集
合
と
な
っ

て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
市
役

所
内
・
実
行
委
員
会
（
電
話
48

―
１
１
１
１
）
へ
。

　
壱
岐
警
察
署
（
永
峯
一
宏
署

長
）
は
18
日
、
芦
辺
町
芦
辺
浦

の
防
波
堤
か
ら
海
に
転
落
し
浮

い
て
い
た
男
性
（
55
）
を
見
つ

け
、
直
ち
に
海
に
入
り
救
助
し

た
同
浦
、
自
営
業
、
川
添
勝
徳

さ
ん
（
64
）
に
、
人
命
救
助
の

署
長
感
謝
状
を
贈
っ
た
。
川
添

さ
ん
は
「
助
か
っ
て
よ
か
っ

た
。
現
場
に
い
れ
ば
誰
で
も
救

助
活
動
を
す
る
は
ず
」
な
ど
と

話
し
た
。

　
壱
岐
海
上
保
安
署
（
峯
金
志

署
長
）
は
17
日
、
平
戸
市
、
二

神
島
沖
約
1
㌔
の
海
域
で
転
覆

し
た
漁
船
か
ら
船
長
（
70
）
を

救
助
し
た
佐
賀
県
伊
万
里
市
、

漁
業
、
栗
原
定
晴
さ
ん
（
61
）

に
、
人
命
救
助
活
動
に
対
す
る

署
長
感
謝
状
を
贈
っ
た
。
栗
原

さ
ん
は
「
凪
で
、
け
が
も
な
く

無
事
に
救
助
で
き
て
よ
か
っ

た
」
な
ど
と
話
し
た
。

　
壱
岐
地
区
漁
協
女
性
部
連
絡

協
議
会
（
松
尾
営
子
会
長
）
が

主
催
し
て
８
月
４
日
午
前
９
時

半
か
ら
午
後
１
時
ま
で
、
石
田

町
、
筒
城
浜
ふ
れ
あ
い
広
場

で
、
の
び
の
び
海
の
子
「
親
と

子
の
集
い
」
が
開
か
れ
る
。

　
子
ど
も
た
ち
が
「
海
・
魚
・

漁
業
」
に
つ
い
て
学
び
、
ふ
れ

あ
う
こ
と
で
、
海
や
漁
業
に
対

す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
、
自

然
の
尊
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的

に
催
さ
れ
、
当
日
は
市
内
の
児

童
約
１
０
０
人
が
参
加
し
て
魚

に
つ
い
て
学
び
、
漁
協
女
性
部

の
指
導
に
よ
り
、
家
庭
で
も
簡

単
に
で
き
る
魚
を
使
っ
た
料
理

を
、
子
ど
も
た
ち
が
魚
を
さ
ば

い
て
作
る
。

　
壱
岐
の
沿
海
で
獲
れ
た
魚
を

使
う
料
理
教
室
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
は
▽
長

崎
さ
し
み
サ
ラ
ダ
▽
魚
の
ト
マ

ト
ス
テ
ー
キ
▽
ゆ
で
タ
コ
▽
ア

ジ
の
干
物
つ
く
り
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

　
壱
岐
ビ
ジ
ョ
ン
主
催
の
市

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
開
局
１
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
「
旬
感
！
い
き

テ
レ
感
謝
祭
」
が
22
日
、
郷
ノ

浦
町
、
文
化
ホ
ー
ル
一
帯
で
開

か
れ
、
市
情
報
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

　
講
演
会
で
は
、
長
崎
総
合
科

学
大
学
理
事
・
教
授
の
横
山

正
人
氏
が
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
創
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
イ
ラ
ン
ド
壱
岐

を
目
指
し
て
」、
（
株
）
い
ろ
ど

り
の
代
表
取
締
役
社
長
・
横
石

知
二
氏
が
「
高
齢
者
地
域
の
成

功
例
に
学
ぶ
」
と
題
し
て
話
し
、

横
山
氏
は
▽
情
報
の
内
外
へ
の

発
信
と
共
有
▽
官
民
が
連
携

し
、
壱
岐
に
見
合
っ
た
目
標
の

設
定
、
明
確
な
情
報
化
へ
の
ビ

ジ
ョ
ン
の
共
有
、
協
働
へ
の
仕

組
み
が
必
要
な
ど
と
述
べ
た
。

　
横
石
氏
は
徳
島
県
上
勝
町
の

「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
成
功

例
か
ら
、
人
の
心
が
価
値
を
変

え
る
。
人
・
地
域
・
商
品
が
輝

く
舞
台
や
仕
組
み
を
作
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
な
ど
と
話
し
、

続
い
て
「
壱
岐
の
未
来
を
考
え

る
」
の
テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
行
わ
れ
た
。

　
会
場
で
は
こ
の
ほ
か
、
本
市

の
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
が
集
合
し

た
コ
ン
テ
ス
ト
、
抽
選
会
、
カ

ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
催
さ
れ
、
盛

り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
・

宮
城
県
南
三
陸
町
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
第
６
次
「
長

崎
壱
岐
活
き
応
援
隊
」
の
高
校

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
が
８
月
１

日
に
壱
岐
を
出
発
、
2
日
間
の

支
援
活
動
を
行
い
６
日
に
帰
島

す
る
日
程
で
実
施
さ
れ
る
が
、

文
化
ホ
ー
ル
会
議

室
で
23
日
午
後
7

時
か
ら
、
説
明
会

が
開
か
れ
た
。

　
大
震
災
の
被
災

地
で
は
、
今
も
多

く
の
被
災
者
ら
が

非
常
に
不
便
な
生

活
を
強
い
ら
れ
て

お
り
、
本
市
か
ら

も
4
回
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ス
を
派

遣
し
て
い
る
が
、

今
回
は
次
代
を
託

す
若
人
た
ち
に
現

地
に
行
っ
て
も
ら

い
、
被
災
地
を
励

ま
す
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で

貴
重
な
体
験
を
積
み
、
そ
の
体

験
は
参
加
し
た
若
人
一
人
一
人

は
も
ち
ろ
ん
、
本
市
の
今
後
に

も
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

―
と
実
施
が
決
ま
っ
た
。

　
宿
泊
費
と
交
通
費
を
県
と
市

か
ら
の
補
助
で
実
施
さ
れ
る
第

６
次
応
援
隊
は
、
壱
岐
島
活
性

化
集
団
「
チ
ー
ム
防
人
」
（
中

山
忠
治
代
表
）
に
よ
り
、
本
市

の
両
高
校
か
ら
男
子
９
人
、
女

子
８
人
の
計
17
人
に
、
チ
ー
ム

防
人
の
中
山
代
表
と
同
会
メ
ン

バ
ー
の
田
内
剛
さ
ん
、
山
本
洋

子
さ
ん
の
３
人
、
壱
岐
高
校
の

岡
田
高
明
事
務
長
ら
３
人
の
合

計
23
人
で
編
成
さ
れ
、
男
子
の

班
長
に
壱
岐
商
業
高
校
２
年
、

斉
藤
大
樹
く
ん
、
女
子
の
班
長

に
壱
岐
高
校
・
離
島
留
学
生
の

２
年
、
坂
口
愛
梨
さ
ん
が
選
ば

れ
た
。
　

　
斉
藤
く
ん
は
「
被
災
地
の
人

た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、
少
し
で
も
役
立
ち
た
い
。

1
日
で
も
早
い
復
興
へ
の
お
手

伝
い
が
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
。

頑
張
っ
て
き
た
い
」。
坂
口
さ

ん
は
「
被
災
し
た
人
た
ち
の
立

場
や
気
持
ち
を
考
え
な
が
ら
、

自
分
の
人
生
の
糧
に
な
る
よ
う

な
活
動
、
経
験
を
し
て
き
た

い
」
な
ど
と
抱
負
を
語
っ
た
。

米粉使いうどん、餃子に挑戦
地産地消「親子料理教室」

　
壱
岐
地
区
生
活
研
究
グ
ル
ー

プ
連
絡
会
（
山
口
繁
子
代
表
）

主
催
の
地
産
地
消
「
親
子
料
理

教
室
」
が
夏
休
み
初
日
の
21

日
、
芦
辺
町
、
離
島
セ
ン
タ
ー

で
、
９
家
族
22
人
が
参
加
し
て

開
か
れ
た
。

　
壱
岐
の
農
産
物
の
地
産
地

消
、
郷
土
料
理
の
普
及
活
動
を

続
け
て
い
る
同
連
絡
会
が
、
会

員
が
市
内
の
親
子
と
一
緒
に
、

壱
岐
産
の
米
や
野
菜
を
使
っ
た

料
理
を
作
り
、

食
べ
る
こ
と

で
、
身
近
な
食

材
の
お
い
し
さ

を
実
感
し
て
も

ら
い
、
食
へ
の

関
心
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
、
米
粉

を
使
っ
た
う
ど

ん
と
餃
子
、
野

菜
を
使
っ
た
冷

た
い
デ
ザ
ー
ト

「
ア
イ
ス
ピ
ッ

ク

ゼ

リ

ー
」

作
っ
て
試
食
し

た
。

　
今
回
の
料
理

教
室
に
参
加
し

た
田
河
小
学
校

４
年
、
尾
呂
田

涼
子
さ
ん
と
妹

の
美
咲
ち
ゃ
ん
＝
同
２
年
＝
は

「
餃
子
を
包
む
の
が
楽
し
か
っ

た
。
家
で
も
時
々
、
お
母
さ
ん

を
手
伝
う
こ
と
が
あ
り
、
ま

あ
、
う
ま
く
い
き
ま
し
た
」
な

ど
と
感
想
を
話
し
た
。

　
壱
岐
島
活
性
化
集
団

「
チ
ー
ム
防
人
」
が
主
催
す

る
「
夕
焼
け
コ
ン
サ
ー
ト
in 

猿
岩
」
が
21
日
夕
刻
か
ら
開

か
れ
、
市
内
あ
ち
こ
ち
か
ら

会
場
の
郷
ノ
浦
町
、
猿
岩
の

駐
車
場
に
や
っ
て
き
た
市

民
ら
観
客
た
ち
は
、
玄
海
灘

の
絶
景
を
バ
ッ
ク
に
演
奏

さ
れ
る
音
楽
を
楽
し
ん
で

い
た
。

　
今
年
で
3
回
目
と
な
る

同
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
▽
壱

岐
商
業
高
校
・
壱
州
荒
海
太

鼓
部
の
部
員
30
人
が
被
災

地
へ
届
け
応
援
の
太
鼓
の

響
き
―
と
渾
身
の
演
奏
を

披
露
▽
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
キ
ャ
ス
タ
ー
に
よ
る

二
胡
の
演
奏
▽
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
弾
き

語
り
▽
島
と
音
楽
を
愛
す

る
夏
み
か
ん
ト
リ
オ
が
奏

で
る
癒
し
の
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
＝
写
真
＝
▽
メ
ロ
デ
ィ
お

ま
わ
り
さ
ん
・
シ
ン
セ
サ

イ
ザ
ー
に
よ
る
世
界
の
唄

シ
リ
ー
ズ
▽
徳
力
の
お
ん

ち
ゃ
ん
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）・

ハ
ー
モ
ニ
カ
名
人
・
Ｎ
ｏ
ｉ

ｓ
ｙ
（
ギ
タ
ー
）
に
よ
る
懐

か
し
の
名
曲
な
ど
、
今
年
も

盛
り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
催
さ
れ
た
。


